
82 五十嵐勇治ら

2ろ2



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 83

2ろ2



84 五十嵐勇治ら

19ろ1



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 85

19ろ1



86 五十嵐勇治ら

19ろ1



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 87

19ろ1



88 五十嵐勇治ら

21ろ4



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 89

21ろ4



90 五十嵐勇治ら

21ろ4



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 91

21ろ4



92 五十嵐勇治ら

22へ1上



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 93

22へ1上



94 五十嵐勇治ら

22へ1上



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 95

22へ1上



96 五十嵐勇治ら

22へ1上



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 97

22へ2中



98 五十嵐勇治ら

22へ2中



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 99

22へ2中



100 五十嵐勇治ら

22へ2中



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 101

22へ2下



102 五十嵐勇治ら

22へ2下



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 103

22へ2下



104 五十嵐勇治ら

22へ2下



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 105

22へ2下



106 五十嵐勇治ら

22へ2下



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 107

22へ2下



108 五十嵐勇治ら

24ろ2-3上



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 109

24ろ2-3上



110 五十嵐勇治ら

24ろ2-3上



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 111

24ろ2-3上



112 五十嵐勇治ら

24ろ2-3上



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 113

24ろ3中



114 五十嵐勇治ら

24ろ3中



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 115

24ろ3中



116 五十嵐勇治ら

24ろ3中



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 117

24ろ2下



118 五十嵐勇治ら

24ろ2下



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 119

24ろ2下



120 五十嵐勇治ら

24ろ2下



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 121

24ろ2下



122 五十嵐勇治ら

11ろ1



演習林（東大）, 53, 67-127 (2013)

 秩父演習林における原生林固定試験地毎木調査資料 123
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124 五十嵐勇治ら

立木位置の測量は，最新の測定年である2006年または2007年に，生存していた個体を対象とし

たが，2011年の測量調査までに枯死し位置が不明となった個体については調査できなかった。調

査方法は各試験地の任意の場所でGPS情報を取得し，その場所を基準として，各個体の位置をレー

ザー距離計（MapStar ECMⅡ及びTruPulse200, Laser Technology Inc.）により計測した。

表－2．測定年ごとの毎木調査方法

3．調査方法

A試験地では1970年，1980年，1989年，1999年，2007年の５回，B試験地では1989年，1999年，

2006年又は2007年の４回，C試験地では1989年，2000年，2007年の３回毎木調査を行った。A試

験地の1970年，1980年の調査では５cm以上の個体，C試験地の調査では１cm以上の個体，それ

以外の調査では４cm以上の個体について，すべて標識し，樹種名，株立か単木か（株番号を決

めて記録し，同株幹は同じ番号とした）を記録し，地上1.3mのDBH（胸高直径）と樹高を測定

した。測定方法は測定年によって多少違いがある。DBHについては，輪尺または直径巻尺によっ

て測定した。輪尺の場合，山側から１方向のみ測定するか，それと直交する方向を加えた２方向

を測定して２つの測定値の平均値を求めた。樹高については，目測，15ｍ測高竿またはブルーメ

ライス測高器，15ｍ測高竿または超音波樹高測定器（VERTEX，Haglof Inc.）によって全立木

を測定するか，あるいは15ｍ測高竿（15ｍ以上は測高竿を目安に目測），ブルーメライス測高器，

バーテックスのいずれかの方法によって総本数の１割以上を測定した（表－２）。
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4．データの概要

本報告では，DBH ５cm以上の個体について胸高直径，樹高および立木位置の測定値を示した。

なお，出現した樹種について，米倉（2012）２）に従い一覧を掲載した（表－３）。個体の位置情

報であるＸＹ座標については，各試験地の最も南に位置する個体を原点（0,0）として表した。
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